
オンプレミスでの SimpleUse による DWH 的利用について 

 

 資金が潤沢にあるのであれば読まなくて良いです。その資金で立派な DWH を導入してください。 

 あらためまして、導入したシステムを 100%満足することは無いでしょう。でも SimpleUse を使用して近づけ

ることができます。 SimpleUse では導入システムの足りないところを補うことができます。 

安価に簡単に DWH の導入を考えているときは SimpleUse もご検討ください。 

 

『基本的な使用方法』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SimpleUse ではさまざまなデータベースを意識なく切り替えて利用することができます。 

 

【１】 帳票印刷（一覧、集計、統計、統計グラフ）が簡単に行えます 

   抽出データをエクセルにエクスポートすれば、一覧印刷、集計処理、統計処理が簡単にできます。 

  帳票をテンプレート化すれば、加工なしに印刷ができます。現在使用しているエクセル帳票をテンプ 

レートとして使用することもできます。 

 

 【２】差し込み印刷 

   ワードまたはエクセルを利用して、ワードと同様の差し込み印刷が簡単に利用できます。 

エクセルの差し込み印刷では合計計算などの関数計算も使用できます。差し込み処理はセル位置を使用 

しませんので後々のレイアウト変更も簡単です。 

 

 【３】連携データの作成 

   CSV データを簡単に出力できますので、他システムへの連携が簡単にできます。 

 

 【４】簡単な操作、部署毎の抽出コマンドのグループ化でデータ抽出の属人化も回避 

   データ抽出は全て SQL で行います。利用できる SQL をグループ化することで 同じ SimpleUse を使用 

していても 他部署へ非公開にすることができます。 

  また一度SQLコマンドを作成し登録すれば誰でも利用することができ、データ抽出の属人化を回避します。 
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 Oracle の DATABASE LINK を使用して複数のデータベースを結合することで、連携データの正当性の確認

や、より詳細なデータを抽出することができます。また、複雑なデータは Oracle の マテリアライズドビュー 

を利用することで、理解しやすいデータの作成が可能です。 

 

『応用的な使用方法』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】 Local データベース と Remote データベース 

        SimpleUse では SQLite に SQL コマンドを格納するか、データベースサーバを構築して、サーバ上の 

データベースに格納することができます。サーバ上のデータベースは 更新された SQL コマンドを 

リアルタイムに利用することができます。SQLite 利用時は実行端末毎に必要になるため、セキュリティ 

の高い運用が可能です。 

 

【２】 ランチャーを標準装備 

SimpleUse ではランチャーを標準装備しています。簡単な設定でランチャーの追加や施設、部署、 

ユーザ単位で表示非表示が可能です。また、ランチャーのインターフェースを実装することで自作の 

DLL（.NET C# 、VB で作成）を呼び出すことも可能です。 

 

    タブ画面表示時 
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public TabPage TabView (MenuParam mp) 

{ 

Form1 f = new Form1() 

f.Dock = DockStyle.Fill; 

f.FormBorderStyle = FormBorderStyle.None; 

f.TopLevel = false; 

f.Show(); 

TabPage = new System.Windows.Forms.TabPage(); 

tabPage.Controls.Add(f); 

tabPage.Text = "タイトル"; 

return tabPage;  

} 



 

        ダイアログ画面表示時 

 

 

 

 

 

 

 

   また、データ一覧画面の選択行の項目をパラメータとして利用できるため、詳細情報の抽出も簡単に 

対応します 

 

 

【３】 テキストファイルの SQL コマンドを実行する 

SimpleUse ではテキストファイルの SQL コマンドを実行することができ、接続するデータベースは 

LocalSQL.ini に定義します。そのため SQL コマンドのテスト実行などが容易にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４】 DB サービスサーバの利用 

WEB サービスを利用してインターネット経由でのリモート接続も可能です。インターネット経由のと

き SSL 接続もできますが、VPN 接続をお勧めします。標準装備の DBBrowser を利用することでそれぞ

れのデータベースに接続することが可能で、複数の顧客のデータベース点検など容易に出来るようになり

ます。 

  

public void DialogView (MenuParam mp) 

{ 

using (Form1 f = new Form1()) { 

     f.ShowDialog(mp.fOwner); 

   } 

} 

[DataSource0] 

DBtype=5 

ConnectType=3 

Database=@ReplacePersonal@\SQLite\LocalDB.sqlite3 

 

[DataSource1] 

DBtype=2 

ConnectType=2 

Driver={Oracle in OraClient19Home1_32Bit} 

Database= 

Uid= 

Pwd= 

mailto:Database=@ReplacePersonal@/SQLite/LocalDB.sqlite3


 

◇開発ブログ◇ 

   https://syskobo.hatenablog.com/ 

 

◇不具合の連絡、要望受付所◇ 

   https://www.facebook.com/groups/634193283399495 

 

◇システム巧房◇ 

   http://syskobo.html.xdomain.jp/facebook 
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